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Not white, but black ;

























項に示した通りである。この表で使用している C1、G1 と言った略語を説明すると表 28-2 とな
る。この表をさらに要約したのが表 28-3 である。





り、表 28-2 に当て嵌めれば、C 形になる。この表示形は 4 種類（C1、C2、C3、C4）あり、それ









最終活字ページ＋白＋白＋白 最終活字ページ＋白＋白 最終活字ページ＋白 最終活字ページ
C欄 ○
GとH欄 ○ 白
PとQ欄 ○ 白 白
R 欄 ○ 白 白 白
「○」：最終活字ページ
表 28-3：最終活字ページの位置
表示形 最終前前前 最終前前 最終前 最終ページ




G 1 A（絵）      絵
2 A（F）      絵
3 A（▽）      絵
4 A（余白）      絵
H 1 A（絵）      白
2 A（F）      白
3 A（▽）      白
4 A（余白）      白
P 1 A（絵）   絵      絵
2 A（F）   絵      絵
3 A（F）   白      絵
4 A（▽）   絵      絵
5 A（▽）   白      絵
6 A（余白）   絵      絵
7 A（余白）   白      絵
Q 1 A（絵）   絵      白
2 A（F）   絵      白
3 A（▽）   絵      白
4 A（余白）   絵      白















4 表示形の使用頻度（表 28-4）を見ると、「C1」が 108 件、「C2」が 72 件、「C3」が 24 件である。
それに対して「C4」は 15 件にすぎない。C4 は「C」形の例外表示ではないだろうか。C 形は折
丁の最終活字ページまで「ページいっぱいの表示」を目指していたのである。
29．巻末前の 1白ページ
　次は「最終活字ページ＋白ページ」である。この形には G 形と H 形がある。G の表示形は 4 種
類（G1、G2、G3、G4）あり、それらに対応するのが図 29-1、図 29-2、図 29-3 そして図 29-4 で
ある。G 形でも最終活字ページの表示形は C 形と変わらない。従って G1、G2 そして G3 の最終
図 28-1（stc. 3261, 1494 年）（C1） 図 28-2（stc. 253, 1508 年）（C2）
図 28-3（stc. 25533, 1523 年）（C3） 図 28-4（stc. 5759a, 1496 年）（C4）
C1 C2 C3 C4 G1 G2 G3 G4 H1 H2 H3 H4 P1 P2 P3 P4 P5 P6 P’’ Q1 Q2 Q3 Q4 Q5









　ところが図 29-4-1 の右ページからわかるように、G4 形の最終活字ページの下部は余白のまま
で、埋められていない。このままでは先の 3 表示形と異なった形になってしまう。ところが使用
頻度を表 28-4 で比べると、G1、G2、G3、G4 はそれぞれ 27 件、57 件、40 件そして 77 件なので、
G4 形が最も頻繁に使われている。G4 は公式に使用されていると見てよい。とすれば G4 は先の





図 29-1-1（stc. 14864.5, 1515 年）（G1） 図 29-1-2（stc. 14864.5, 1515 年）（G1）
図 29-2-1（stc. 10081, 1508 年）（G2） 図 29-2-2（stc. 10081, 1508 年）（G2）
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　H の表示形は 4 種類（H-1、H2、H3、H4）で、それらに対応するのが図 29-5、図 29-6、図
29-7、図 29-8 である。最終活字ページの様子は C 形と同じであるが、いずれも巻末ページが白
ページのままで、埋められていない。しかし G 形の使用件数が合計 201 件であるのに対して、
H1、H2、H3、H4 は 11 件、3 件、8 件、12 件の合計 34 件なので、この総数は G 形の総数 201 件
の約 1/6 弱である。巻末に 1 白ページのある表示形も、基本的には「ページいっぱいの表示」に
努めていたと見てよい。
図 29-3-1（stc. 6573, 1511 年）（G3） 図 29-3-2（stc. 6573, 1511 年）（G3）




　3 番目（P および Q 形）は「最終活字ページ＋白ページ＋白ページ」である。巻末に白ページ
が 2 ページもあるため、P 形が 7 種類そして Q 形は 4 種類と多様化する。
　P 形でも最終活字ページの表示形は C 形のそれと同じである。図 30-1（P1）では最終活字ペー
ジの下部余白に絵が印刷されている。そして次のページさらに後のページにも絵が印刷されてい
る。図 30-2（P2）では最終活字ページがページいっぱいに活字組みされ、残りの 2 ページには絵
が印刷されている。図 30-4（P4）では最終活字ページの下部が活字で図柄表示され、残りの 2 ペ
ージには絵が印刷されている。従ってこの 3 表示形はどの 3 ページも「ページいっぱいの表示」
になる。
　ところが図 30-3（P3）と図 30-5（P5）は中間のページが白ページのままで、埋められていな
い。図 30-6（P6）は、その逆に、最後の 2 ページに絵がはめ込まれているが、最終活字ページは
図 29-5（stc. 21335, 1499 年）（H1） 図 29-6（stc. 23161, 1530 年）（H2）






　P 形の各使用件数も表 28-4 に示した通りである。表によると、巻末付近のページが埋められて
いる P1（2 件）、P2 （14 件）、P4（5 件）の合計が 21 件であるのに対して、余白の埋められてい







図 30-1-1（stc. 5759, 1496 年）（P1） 図 30-1-2（stc. 5759, 1496 年）（P1）
図 30-2-1（stc. 3309, 1496 年）（P2） 図 30-2-2（stc. 3309, 1496 年）（P2）
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になるという考え方である。この表示思想を案出したおかげで、P3 や P5 のような中間の白ペー
ジ、あるいは P6 や P7 のような最終活字ページの下部の余白、その後の白ページといった、余白
表示を可能にしたのである。
図 30-3-1（stc. 24814, 1514 年）（P3） 図 30-3-2（stc. 24814, 1514 年）（P3）
図 30-4-1（stc. 25459, 1521 年）（P4） 図 30-4-2（stc. 25459, 1521 年）（P4）
図 30-5-1（stc. 3309, 1496 年）（P5） 図 30-5-2（stc. 3309, 1496 年）（P5）
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　Q 形には図 30-8（Q1）、図 30-9（Q2）、図 30-10（Q3）、図 30-11（Q4）の 4 種類がある。P 形
と同様に巻末に 2 白ページがあるが、最初のページは絵で埋めても、最後のページは白ページの
ままである。最初の白ページを埋めることで作業を完了させたことにし、さらに手抜きをしよう
としたのであろうか。もっとも Q 形は Q1（2 件）、Q2（1 件）、Q3（1 件）、Q4（1 件）の合計 5
件と、件数は少ない。それに対して P 形は P1（2 件）、P2（14 件）、P3（18 件）、P4（5 件）、P5
（7 件）、P6（2 件）、P7（6 件）の合計 54 件である。巻末に 2 ページの白ページがくる表示形も
「ページいっぱいの表示」を目指していたと見てよい。
　R 形は R1 の 1 種類（図 30-12）だけであるが、巻末に白ページが 3 ページもある。図 30-12-1
の右ページは奥付であるが、その下部の余白は木版で埋められ、残りの 3 白ページも木版で埋め
られている。R 形も「ページいっぱいの表示」を目指していることが分かる。
図 30-6-1（stc. 3309, 1496 年）（P6） 図 30-6-2（stc. 3309, 1496 年）（P6）
図 30-7-1（stc. 17104, 1499 年）（P7） 図 30-7-2（stc. 17104, 1499 年）（P7）
白への恐怖、黒へのあこがれ
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図 30-8（stc. 20412, 1499 年）（Q1） 図 30-9（stc. 8415, 1519 年）（Q2）
図 30-10（stc. 25487, 1525 年）（Q3） 図 30-11（stc. 13439, 1495 年）（Q4）









表 28-1 を活用して見てみよう。「C1」は絵を１回使う形である。この形は全部で 108 件あるが、
その内、木版はわずか 7 点しかない（37）。残りはすべて印刷者マークである。C1 で「絵」を使う
場合、原則として印刷者マークを使っていることがわかる。
図 30-12-3（stc. 3183.5, 1532 年）（R1）
図 31-1-1（stc. 279, 1497 年） 図 31-1-2（stc. 279, 1497 年）
白への恐怖、黒へのあこがれ
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　「絵」を 1 回使用する表示形は、その他に、「G2」（57 件）、「G3」（39 件）、「G4」（77 件）、「H1」
（11 件）、「P3」（18 件）、「P5」（7 件）、「P7」（6 件）、「Q2」（1 件）、「Q3」（1 件）、「Q4」（1 件）
がある。その内で木版を使用しているのは G2（4 件）、P3（1 件）、Q2（1 件）にすぎない（38）。そ
れ以外はいずれも印刷者マークを使用している。
　絵を 2 回使う表示形は「G1」（件 27）、「P2」（14 件）、「P4」（5 件）、「P6」（2 件）、「Q1」（2 件）
であるが、印刷者マークを 1 回使用する形が基本である。例外の 5 件では 2 つの絵にいずれも印
刷者マークが使われている（39）。
　「絵」を 3 回使った表示形（P1）は 2 点（図 30-1 そして図 31-1）しかないが、いずれも印刷者
マークの使用は 1 回にとどまっている。
　 「絵」を 4 点使った表示形（R1）は 1 点（図 30-12）あるが、印刷者マークは 1 回しか使って
いない。









　表 28-4 によると、巻末が「ページいっぱいの表示」に終わっている C2 形は 72 件である。そ






1502 1504 1510 1511 1514 1515 1516 1517 1518 1519 1520 1528
　stc









足しておく。彼の指摘した表示形は、表 28-2 でいえば、G3、P4、P5、Q3 になるが、印刷者マー
クが使われるのはこの 4 表示形だけではない。例図に限ったとしても、図 28-1、29-1、29-4 のよ









　C1 : stc.  278, 281, 15258, 19596, 23013, 15581, 24875
（38）木版を使用している本。
　G2 : stc.  9350, 287, 14924, 23153.10
　H1 : stc.  24876
　P3 : stc.  7010 
　Q2 : stc.  8415
（39）絵を 2 回使用し、そこに 2 木版が使用されている本。
　G1 : stc.  23877
　P2 : stc.  25488.5 
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